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退職にあたって

上 杉 忍

今，私は，37年の教員生活を振り返り，今後に夢を膨らませ，同時にさ

みしさを味わっています。もう教壇に立たないこれからの生活が想像でき

ません。４年前，この大学に来たとき，ここが私の最後の職場になるとは

実感していませんでした。しかし，まもなく，ここで最後の「悔いのない

教育」をしようという気持ちが強くなっていきました。『アメリカ黒人の歴

史』（中公新書，2013年）を出版したのもそんな気持ちからでした。

私は，授業で一つの工夫を試みました。ゼミでは，その日の発表内容に

対して，「どんな『馬鹿な」質問でも構わない」として，全員が一つ以上の

質問を作るよう強制しました。ビクついていた学生たちも思いつきの苦し

紛れの質問を始めました。アメリカの地図を見て，「アメリカの州の境目は

何故こんなに真っ直ぐなんですか」という質問にみんなはドッと笑いまし

た。「どうして笑うんだい。これはとても大事な疑問なんだよ」と，アメリ

カの州の編成が歴史的にどのようにして行われたかについて説明すると，

そのあとは，次から次へと「馬鹿な」質問が続き，自由な発言が増え，学

生たちの間に充実感が広がりました。

講義では，「質問を書いていないカードは欠席扱いだ」として，出席カー

ドに必ず質問を書くように強制しました。毎週100人弱の質問カードを読

み，基本的にすべて解答するのは，ちょっと時間がかかりましたが，その

質問を読み，答える作業の楽しさを考えれば，大変ではありませんでした。

そして，毎回A4で６枚ほどの解答を全学生に送信しましたが，学生たち

は，なかなか読んではくれませんでした。そこで，授業でこれを説明する

時間を取るようにすると，学生たちが，驚くほど熱心に聞いてくれ，友達

の質問にも興味が持てたし，内容の理解が進んだという感想を書いてくれ

― ―19

タイトル１行➡３行どり
タイトル２行➡４行どり



ました。何はともあれ，私は，この授業実践に確かな手ごたえを感ずるこ

とができました。

もう一つ。今の学生たちにはゆっくり自分たちだけで議論する余裕がな

いことを考えると，ゼミはただ学習する場だけではなく，交流の場を作る

きっかけにもなる必要があることを，私は近年，実感しました。ゼミでは，

学生たちに雑談する余裕を与えることが大切です。ときどき教師が雑談に

介入し，問題を見つけ出し，議論し合えるような話題に導いていくことが，

とても有益であることに気がつきました。彼らは教師が，何かを教えよう

とすると途端に「従順で無気力な」学生の眼つきに変わってしまいます。

その眼を「力のある眼つき」に変えさせることができた瞬間をこの大学で

少しでも経験できたことを私はとてもうれしく思っています。

私は，最後の最後になって，「もう少し」やりたいと思うようになってい

るのですが，おいしい料理は，「もう少し」と思うところでやめるのが，一

番の思い出になるとのこと。ここでは「おいしかったよ」と皆さんに伝え

ることで満足したいと思います。
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１．「日本におけるアメリカ研究の発達と現状：アメリカ黒人史研究（コメ

ント）」『アメリカ研究資料センター年報』第７号，1985年，70-72頁。

２．「世紀転換期におけるアメリカ合衆国南部の人種関係」，1997年度アメ

リカ学会年次大会シンポジウム，愛知教育大学，1997年６月７日

３．“Share Croppers in the South and Tenant Farmers in Japan,”

presented to the Conference,“Japan and African American:A
 

Comparative Perspective,”The Sonja Haynes Stone Black Cul-

tural Center,The University of North Carolina at Chapel Hill,
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November 3,1997.

４．“Comments on Professor James T.Patterson’s Paper,‘The Post-

WWII American History from Perspective of the Post-Cold War
 

Era,’”presented to the Kyoto American Studies Summer Seminar
 

in 1998,August 1,1998.

５．コメント 大類久恵「公的歴史としてのM・L・キング祝日制定への過

程」報告，アメリカ史研究会第192回例会，2000年11月18日

６．「黒人とアメリカの戦争」ミニ・シンポジウム「第２次大戦後のアメリ

カのナショナリズム」アメリカ史研究会第204回例会，2003年７月15

日

７．「監獄人口の激増とアメリカ社会」アメリカ学会第43回年次大会シン

ポジウム報告，2009年６月７日

８．西南学院大学国際文化学部講演「アメリカの人種差別主義と優生主義」

2010年３月16日

９．北海学園人文学会講演「セオドア・ローゼンガーテン著・上杉 忍・

上杉健志訳『アメリカ南部に生きる― ある黒人農民の世界― 』（彩

流社，2006年）586頁＋18頁，Theodore Rosengarten,All  God’s
 

Dangers: The Life of  Nate Shaw,Alfred A.Knopf,1973から何を読

み取るか」2010年７月23日

10．北海学園大学市民講座「グローバリゼーションとアメリカの地域コ

ミュニティー」2010年10月９日

11．東北アメリカ学会，新書「『アメリカ黒人の歴史― ひとつのアメリカ

史』（仮題）を書く」2011年10月１日

12．第21回 日本アメリカ文学会北海道支部大会「新書『アメリカ黒人の

歴史― ひとつのアメリカ史』（仮題）を書く」2011年12月17日

13．同志社大学アメリカ研究所秋季公開講演会「『アメリカ黒人の歴史―

奴隷貿易からオバマ大統領まで』（中公新書，2013年）を執筆して」2013

年10月28日

14．日本アメリカ史学会第28回例会「アメリカ黒人史の通史を新書で書く
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ということ」亜細亜大学2013年12月14日
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送 る 言 葉

岩 崎 まさみ

英米文化学科上杉忍教授が2014年３月31日をもってご退職されるにあ

たり，送る言葉を述べさせて頂きます。

上杉先生は静岡大学人文学部，横浜市立大学国際総合科学部を経て，2010

年４月に北海学園大学人文学部英米文化学科教授として着任されました。

長年，アメリカ合衆国の歴史を研究され，その中でも特にアメリカ黒人史

を専門として研究を続けられ，多くの著書を出版されました。北海学園大

学では「北米史」や専門演習等を担当され，黒人史に触れる機会の少ない

本学の学生たちに刺激的な講義を展開してくださいました。学部の授業に

加え，文学研究科での指導にも熱心であり，主査や副査として多くの学生

を指導してくださいました。

北海学園大学に着任されて数ヵ月後に，上杉先生は人文学部の教員に向

けてご自身の研究に関する報告をしてくださいました。その主題は上杉先

生とご長男の健志さんとが共同で翻訳された著書『アメリカ南部に生きる

― ある黒人農民の世界』（彩流社）であり，その内容と翻訳過程での出来

事，さらにその調査から得られたアメリカ史の新たな視点について話して

下さいました。先生の報告を聞きながら，私は上杉先生が主人公である黒

人インフォーマントの心に限りなく近づいて行き，その中に入り込んで行

こうとする迫力を感じ，先生が個人としての黒人とのつながりを通して，

黒人史を捉えようとしていらっしゃることに感銘を受けました。また2013

年には先生の研究者としての集大成となる著書『アメリカ黒人の歴史 奴

隷貿易からオバマ大統領まで』（中央公論新社）を出版されました。門外漢

である私たちにとって，黒人を軸にしたアメリカ史として興味深い読み物

である事は言うまでもなく，専門家たちは「四百年にわたる合衆国の繁栄
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を支えた裏面の差別史を的確かつ簡潔にまとめた一冊。歩みを振り返るだ

けでなく，今なお残された課題の指摘も忘れないすぐれた米国史。」とその

学術的価値を高く評価しています。上杉先生の研究者としての真摯な姿勢

は，私たち後輩研究者の見本であり，生涯一つのテーマにこだわり研鑽を

積み，その成果を著書や論文として発信し続けるという研究者としての社

会的責任を教えて下さいました。

先生が着任された直後の歓迎会の席で，「この中にアイヌ民族の研究をし

ている先生はいませんか？」と聞かれ，それ以降何度となく私の友人たち

が住む二風谷にご一緒しました。地元の仲間たちと一緒に植林をしたり，

山菜取りをしたり，また食事の準備をする中で，私は上杉先生が「優れた

フィールドワーカー」であることを確信しました。初めて会う人達の間で

作業をするうちに，先生は自然にそれぞれの人たちと打ち解けて行き，あっ

という間に出身や家庭事情などを語り合っているという光景を何度も目に

しました。ある時はアイヌ民族の差別の問題を地元の人たちと，ごく自然

に語り合っている様子に，先生の研究者としての真価を見た思いでした。

上杉先生のお宅が近所ということもあり，先生のご家族とも親しくさせ

て頂き，楽しい思い出は尽きません。先生の長い教員生活の最後の数年を，

同僚として一緒のキャンパスで過ごす事が出来た事を幸運に思います。ご

退職後も執筆を続けられ，お元気でご活躍される事をお祈り申し上げます。
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